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もともとナウル共和国では、農業や漁業で自給自足の生活をしていましたが、宝物

の発見により豊かになりました。ところが、その繁栄は長続きせず、逆にたくさん

のものを失ってしまったのです。 

--- 

南太平洋に浮かぶサンゴ礁の島、ナウルは世界で三番目に狭い国です。いろいろな

国に支配されていた歴史を持つこの国が独立したのは 1968 年。この国は大きな宝物

を持っていました。その宝物とは、鳥のふんです。サンゴ礁の上にアホウドリが落

としていった大量のふんが、サンゴの成分によって長い年月の間に化学変化を起こ

し、リン鉱石という化学肥料の原料を作っていたのです。 

 

独立後、リン鉱石の販売権を手に入れたナウル国民は、その利益を誰かが独占する

のではなく、みんなでほぼ平等に分け合うことにしました。国民は税金を払う必要

がないどころか、生活費が全員に支給されるのです。病院と学校の費用は無料です。 

リン鉱石を掘る仕事は出稼ぎの外国人に任せ、国民は外国人が経営するレストラン

で食事をします。ほとんどの人は働きません。働く必要がないからです。 

 

しかし、そんな日々は長続きしませんでした。 

リン鉱石は限りある資源だったのです。リン鉱石がほぼ尽きたとき、ナウルの人々

の多くは働くことをすっかり忘れてしまっていました。目の前に青い海があり、船

でこぎ出していけば、先祖がしたように魚をとって生活することができるのですが、

そうする人はほとんどいません。ナウルは国際会議で支援の手を差し伸べてくれる

国の意見に賛成をしたり、難民を受け入れることで補助金を手に入れたりといった

方法で生き延びています。ナウルのとった方法は、これでよかったのでしょうか。 

 

最近ナウルでは、深いところに埋まっているリン鉱石の二次採掘をし、その利益に

より国家再建をはかろうとする動きもあります。また、国民に畑を耕すことや、魚

をとりに行くことを勧めるなど、生きるための新しい道を探し始めています。 

 

                   出典「読解はかせ～社会編」（都麦出版） 

今後の予定 

１２月１６日（日曜日）１１時 月 次 祭 

３０日（日曜日）１１時 師走の大祓 






